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研究教育拠点形成の効果とその継続性に関する実態調査 
～21 世紀 COE 事業採択拠点のケーススタディ～ 
結果概要 
 
本調査は、21 世紀 COE プログラム事業に採択された拠点を対象とし、総数 274 の拠点
の中から 2 大学各 3 拠点（計 6 拠点）を選び、ケーススタディという形で研究教育拠点に
おける研究面・教育面等の効果及びその継続性に関する実態調査を実施した。これまで、
事業開始から 2 年経過後に中間評価、期間終了時に事後評価が行われたほか、検証結果報
告書『21 世紀 COE プログラムの現況等に関する検証と今後の展望について』及び同報告
























                                            

































































































































































































































(1) 21 世紀COEプログラム事業概要 





当事業は、表 1、表 2に示すように平成 14 年度から平成 16 年度まで分野別に拠点申請を
公募し、平成 14 年度 113 拠点、平成 15 年度 133 拠点、平成 16 年度 28 拠点が採択された。
各拠点事業期間は 5 年間であり、平成 14 年度採択事業の場合は平成 18 年度まで、平成 16
年度採択事業の場合は平成 20 年度までが実施期間となっている。 
公募の対象(注1) 




（学校教育法第 66 条ただし書きに定める組織に係るものも可です。） 
（なお、博士課程レベルとは、区分制の場合は後期 3 年間を、一貫制の場合は区分制











                                            
(注1)  21 世紀 COE プログラム「平成 16 年度 公募要領・審査要項」より抜粋 
（http://www.jsps.go.jp/j-21coe/01_koubo/index.html） 
 2 
表1 21 世紀 COE プログラム対象分野 













医学系 医学、歯学、看護学、保健学 等 
数学・物理学・地球科学 数学、物理学、地球科学、応用物理学 等 
機械・土木・建築・その





年度 革新的な学術分野 ‐ 
 
表2 21 世紀 COE プログラム採択拠点数 










28 21 20 20 24 113 









35 24 23 26 25 133 
平成 16 年度 革新的な学術分野 合計 
28 28 
 
(2) これまでに公表されている 21 世紀COEプログラム事業の成果概要 
21 世紀COEプログラム事業では、事業期間内に「21 世紀COEプログラム委員会」を設
置しており、その中で大学学長や拠点リーダー等に対して成果等のアンケート調査を実施
している。それらを整理したものとして、平成 18 年 3 月に『「21 世紀COEプログラム」の
現況等に関する検証と今後の展望について』という検証結果報告書(注2)が公表されている。
                                            
(注2)  日本学術振興会 21 世紀 COE プログラム HP 内 




































                                            
(注3)  日本学術振興会 21 世紀 COE プログラム HP 内 
















また、上記プログラム委員会の検証結果報告書において、「第 1 章 21 世紀 COE プログ

















































・ 21 世紀 COE 事業の後継事業であるグローバル COE 拠点事業への継続採択されて
いる拠点と採択されていない拠点が選ばれるようにする 






表3 調査対象大学と 21 世紀 COE プログラム採択拠点 
大学名 拠点採択分野 拠点の名称 主たる専攻等 21世紀COE採択期間 GCOE継続状況 調査対象
分子多様性の創出と機能開拓 総合理工学研究科　物質電子化学専攻 継続（平成19年度採択）
産業化を目指したナノ材料開拓と人材育成 総合理工学研究科　物質科学創造専攻 継続（平成19年度採択） ○
生命科学 生命工学フロンティアシステム 生命理工学研究科　生命情報専攻 継続（平成19年度採択）
情報・電気・電子 フォトニクスナノデバイス集積工学 理工学研究科　電気電子工学専攻 継続（平成19年度採択）












生命科学 バイオとナノを融合する新生命科学拠点 理学研究院　生命理学部門 ○
情報・電気・電子 知識メディアを基盤とする次世代ＩＴの研究 情報科学研究科　コンピュータサイエンス専攻 継続（平成19年度採択） ○
人文科学 心の文化・生態学的基盤に関する研究拠点 文学研究科　人間システム科学専攻 継続（平成19年度採択）
学際、複合、新領域 生態地球圏システム劇変の予測と回避 地球環境科学研究院　統合環境科学部門 継続（平成20年度採択）
医学系 人獣共通感染症制圧のための研究開発 獣医学研究科　獣医学専攻 継続（平成20年度採択）
数学、物理学、地球科学 特異性から見た非線形構造の数学 理学研究院　数学部門 ○
機械、土木、建築、その他工学 流域圏の持続可能な水・廃棄物代謝システム 工学研究科　環境創生工学専攻 



































































本コースは、学内の他 COE 拠点や MOT 研究科からも参加希望学生が増大するなど
                                            
















































2004 年度から物性物理学、基礎物理学両専攻の学生を対象に専攻共通の COE 量子ナ






年間 30 名程度選抜）および特別コース所属の学生に対して、International Symposium 
on Nanometer-Scale Quantum Physics において、英語での論文発表を推奨し、英語に
よるコミュニケーション力を鍛える場を提供した。また、プロシーディングとして






ーブの光学応答」(平成 19 年、参加者 50 名)と「ナノスケールに現れる新奇な超流動・
























(1) 機械系 COE プロジェクトリーダーコース 
研究者として優れた高度な専門知識を有するだけでなく、研究開発・技術開発のリー
ダーとして必要な資質の育成を目指したものである。本コースは 3 種 8 科目の講義・演
習から成り立っており、全体として 14 単位を取得した者に認定証を与えることとして
いる。講義・演習の代表的なものは下記のとおりである。 
・機械系 21 世紀 COE マネジメント特論（材料系 COE プログラムで開設されている
「プロジェクトマネージング（PM）コース」と協力して開講） 
・機械系 21 世紀 COE 開発プロジェクト 
・機械系 21 世紀 COE 創造的リーダーシップ実習 





韓国 KAIST、POSTECH、中国上海交通大、西安交通大と延べ 6 回行い、学生の自覚、
自信、自立に大いに効果が認められた。国内のワークショップは機械系の 21 世紀 COE






























新設のコンピュータサイエンス 2 分野とバイオ情報学 3 分野の教授･助教授 9 名は全
国的かつ国際的観点から外部から選考した。ドイツから Zeugmann 教授を招聘すると




上記した海外からの教授・助教授の招聘の効果もあり、EU 第 6 期フレームワーク統
合プロジェクト ACGT（2006 年～2009 年）や先端研究拠点事業―拠点形成型―（平成




















COE 予算およびその他予算を使い、延べ 7 人の博士後期課程学生を欧米拠点に 1～3 ヶ




なる双峰型教育を、研究科設立に伴い強化した。修士課程では主専修 8 科目 16 単位の


















































本 COE では、次世代の若い優秀な研究者養成プログラムとして、公募により毎年 5
～10 名のポストドクを COE 特別研究員として雇用し先端的研究に従事させるととも


























“Singularity Theory and its Applications”（写像の特異性の構造から様々な現象を解










                                            






































                                            

















定量的には把握が困難であるような定性的な効果等に関して、21 世紀 COE プログラム
事業申請段階から事業期間中及び終了後について、以下の点を中心に拠点事業に携わった
教員へインタビューを実施した。 
























































系としては有機、無機、金属と 4 専攻 90 講座ある。その材料系全体でものを考
えるようになり、こういった習慣は一度強制的にでもついてしまうと後々残るも
のだと思う。 
z これまで東工大における材料系は大岡山キャンパスに 2 専攻とすずかけ台キャン







































































z 21 世紀 COE において立ち上げた PM（プロジェクトマネージング）コースと NI（ナ

















z PM コースの出身者の 7～8 割は企業などに就職している。勿論、PM コース出身者
であっても大学等の研究者になる者もいる。 















































































































































































































































































z 21 世紀 COE 事業に採択されたのは 2003 年であり、学部学生が大学院への進学を考
えた場合には（実質的に博士課程から入ってくる学生は少数である）、2004 年に
大学院への進学希望をすることになる。そうすると、博士課程学生に入ってくる

































































































































































































































中に、 EUの FP6( 注 7 ) の Integrated Project の１つである ACGT(Advancing 
Clinico-Genomic Trials on Cancer:ガンの臨床治験の統合支援システムの研究










                                            
(注7)  欧州連合（EU）の第 6 次研究・技術枠組み計画。実施期間は 2002 年～2006 年。 
(注8)  欧州連合（EU）の第 7 次研究・技術枠組み計画。7 年間（ 2007 年〜2013 年まで）にわたる、四項
目の具体的プログラム（協力、構想、人材、能力）に基づいたもの 
http://www.deljpn.ec.europa.eu/relation/showpage_jp_relations.science.fp7.php 
























ACGT(Advancing Clinico-Genomic Trials on Cancer:ガンの臨床治験の統合支援

































































































































































































































z 本拠点は、理学研究科数学専攻の教員全員と地球惑星科学専攻から 1 名、電子科





















































































































本分析は、昨年度当研究所にて実施した第 3 期基本計画のフォローアップ調査の中の 1
プロジェクトである『大学大学院の教育に関する調査プロジェクト 第 2 部 我が国の博士
課程修了者の進路動向調査』(注10)にて取得したデータを用いた。進路動向調査は、国内大学












































































図表 博士課程在籍時の経験と修了直後の職業（2002-2006 年度修了者全体） 
                                            























                                            
(注11)  NISTEP REPORT No.126 において行われた調査では、博士課程（後期）在籍者一人一人に対して、









































































































































































調査対象 2 大学の博士課程修了者（2002 年度から 2006 年度までの修了者）の修了直後
の職業について、大学全体と COE 拠点での研究経験を有する者について整理した。 
東京工業大学（図 2：左）は、COE拠点での研究経験を有する者について当大学全体と
比較するとポストドクター、その他の研究開発関連職（民間企業や独立行政法人等）の割






                                            
(注12)  専門的知識を要する職には、(1)医師、歯科医師、獣医師、薬剤師 (2)知的財産関連職（弁護士、弁理
士など） (3)経営専門職（公認会計士、税理士など） (4)産学連携コーディネーター (5)科学技術コミュ
ニケーター（科学記者、学芸員など） (6)その他の専門知識を要する非研究・開発職 が含まれる。    







































































































































験を有する者については、39 名のうち 10 名が同じ大学に進んでおり、25.6％を占める。一



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                            










































































































































本調査は、21 世紀 COE プログラム事業に採択された拠点を対象とし、総数 274 の拠点
の中から 2 大学各 3 拠点（計 6 拠点）を選び、ケーススタディという形で研究教育拠点に
おける研究面・教育面等の効果及びその継続性に関する実態調査を実施した。これまで、
事業開始から 2 年経過後に中間評価、期間終了時に事後評価が行われたほか、検証結果報
告書『21 世紀 COE プログラムの現況等に関する検証と今後の展望について』及び同報告


























































































（実施主体：科学技術政策研究所 第 1調査研究グループ） 
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